
令和8年6月1日　現在

　法人名

　法人所在地

　電話番号 078 - 612 - 5533

　理事長 寺　本　洋　一

　設立年月日 平成3年9月1日

　病院名 適寿リハビリテーション病院

　管理者 病院長　阿　部　浩　文

　所在地

　開設年月日 平成3年9月1日

　許可病床数

　標榜科目

　診療時間

休診　平日（火曜除く）午後、日曜・祝日、年末年始（12／30 ～ 1／3）

　受付時間

　❖2階病棟（稼働46床）　地域包括ケア病棟入院料1（看護配置：13対1　看護補助者配置加算：25対1）

　❖3階病棟（稼働37床）　回復期リハビリテーション病棟入院料1（看護配置：13対1　看護補助者：30対1）

　　　  8 : 30 ～ 16 : 30　 看護職員1人当たりの受け持ち数は9人以内

　　　16 : 30 ～ 翌8 : 30　看護職員1人当たりの受け持ち数は19人以内

兵庫県神戸市長田区花山町2-11-32

病　院　概　要

１．病院経営法人

医療法人社団　康人会

兵庫県神戸市長田区花山町2-11-32

２．病院概要

　　当該病棟では、１日に8人以上の看護師及び准看護師、1日に4人以上の看護補助職員が勤務しています。

110床（一般病床）

内科、リハビリテーション科、アレルギー科

平日（火曜除く）・土曜　9 : 00 ～ 12 : 00

火曜　　　　　　　　　　9 : 00 ～ 12 : 00　／　14 : 00 ～ 17 : 00

平日（火曜除く）・土曜　9 : 00 ～ 11 : 30

火曜　　　　　　　　　　9 : 00 ～ 11 : 30　／　14 : 00 ～ 16 : 30

３．入院基本料に関する事項

　　当該病棟では、１日に8人以上の看護師及び准看護師、1日に4人以上の看護補助職員が勤務しています。

　　　  8 : 30 ～ 16 : 30 　看護職員1人当たりの受け持ち数は11人以内

　　　16 : 30 ～ 翌8 : 30　看護職員1人当たりの受け持ち数は23人以内

　　　  8 : 30 ～ 16 : 30　 看護補助職員1人当たりの受け持ち数は4人以内

　　　  8 : 30 ～ 16 : 30　 看護補助職員1人当たりの受け持ち数は4人以内



保険医療機関

生活保護法指定医療機関

精神衛生法指定医療機関

労働者災害補償保険法指定医療機関

被爆者一般事務指定医療機関

　❖基本診療料

機能強化加算

電子的診療情報連携体制整備加算３

継続的に賃上げに係る取組を実施している保険医療機関の基準

診療録管理体制加算２

電子的診療情報連携体制整備加算２

口腔管理連携加算

医療安全対策加算２

感染対策向上加算３

地域支援・医薬品供給対応体制加算１

バイオ後続品使用体制加算

データ提出加算

入退院支援加算

認知症ケア加算

排尿自立支援加算

回復期リハビリテーション病棟入院料１

地域包括ケア病棟入院料１及び地域包括ケア入院医療管理料１

　❖特掲診療料

二次性骨折予防継続管理料２

二次性骨折予防継続管理料３

別添１の「第14の２」の１の(３)に規定する在宅療養支援病院

在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料

在宅がん医療総合診療料

救急患者連携搬送料

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に規定する持続陽圧呼吸療法充実管理体制加算

脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

外来・在宅ベースアップ評価料（Ｉ）の注５

入院ベースアップ評価料８１

４．病院指定事項等

結核予防法指定医療機関

５．施設基準に関する届出事項



６．その他

　　入院時食事療養・生活療養（Ⅰ）

　　明細書の発行

　　　明細書は、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称等が記載されるものですので、

　　　その点、御承知おきいただき、ご家族等が代理で会計を行う場合には、その代理の方への発行する場合も含め、

　　看護職員の負担の軽減および処遇の改善に資する体制

　　　・多職種との協働により、看護ケアが実践できる時間の確保

　　　・看護補助者の配置

　　　・早出や遅出等の柔軟な勤務体制

　　　・妊娠や子育て中、介護中の看護職員への配慮

　　　・看護補助業務のうち5割以上が療養生活上の世話

　　　・夜勤ガイドラインに基づく体制整備

　　　・11時間以上のインターバルの確保

　　入退院支援

　　　当院では、入院される患者が安心して入院生活を送れるよう、入院前から専任の看護師をはじめ、

　　　医師、薬剤師、セラピスト、ソーシャルワーカー等の多様な専門職が連携し、診療を支援します。

　　　事前に患者の状態を把握し、入院に対する不安の解消を目指します。

　　　専任の担当者が主治医、看護師と連携し、患者一人ひとりに沿った治療および看護の提供に努めます。

　　　また、患者が安心、納得して退院し、早期に住み慣れた環境で療養や生活の継続ができるよう、

　　　退院困難な要因を有する患者に対し、早期に退院支援を行います。

　　　患者さんの尊厳の保持及び療養生活の質の向上、ならびに円滑な退院支援を行うため、感染対策等の正当な理由が

　　　ない限り、患者さんとご家族等との面会を妨げません。

　　　なお、感染症の流行等によりやむを得ず面会制限を行う場合がありますが、必要以上に厳格な制限とならないよう

　　　配慮いたします。

　　　・勤務時間管理、残業時間の把握

　　　管理栄養士が管理している食事を適時（朝8：00　昼12：00　夕18：00以降）、適温で提供します。

　　　当院では、医療の透明化や患者への情報提供を積極的に推進していく観点から、

　　　領収書の発行の際に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行します。

　　　明細書の発行を希望されない方は、1F受付にてその旨お申し出ください。



　　機能強化加算

　　　当院では、「かかりつけ医」機能を有する病院として、機能強化加算を算定しています。

　　　以下の業務を行います。

　　　　・患者様が受診されている他の医療機関や処方されているお薬の内容を把握し、必要な服薬管理の実施

　　　　・専門医や専門医療機関の紹介

　　　　・健康診断の結果や健康管理に関する相談

　　　　・介護保険制度をはじめとする保健・福祉サービスの利用に関する相談

　　　　・休日・夜間等を含む緊急時の対応方法について情報提供

　　　かかりつけ医機能を有する医療機関等の地域の医療機関に関する情報は、各都道府県の医療機能情報提供制度により

　　　検索することができます。

　　電子的診療情報連携体制整備に関する事項および情報の取得・活用等

　　　当院では、医療DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、質の高い医療・看護サービスの提供に努めています。

　　　以下のとおり、電子的診療情報連携体制を整備し、情報の取得・活用を行っています。

　　　【電子的診療情報の取得・活用】

　　　　当院はオンライン資格確認を行う体制を有しており、患者様の受診歴、薬剤情報、特定健診情報その他必要な診療情報

　　　　を取得・活用して診療を行っています。

　　　【診療情報共有への取り組み】

　　　　当院では、患者様の同意のもと、電子的に共有可能な診療情報を活用し、他の医療機関や薬局等との連携を推進しています。

　　　【医療DXの推進】

　　　　当院では電子カルテシステム等の医療情報システムを活用し、診療情報の適切な管理および医療の質の向上に取り組んでいます。

　　　　また、医療DX推進体制を整備し、電子的診療情報の活用による効率的かつ質の高い医療の提供に努めています。

　　　【個人情報保護について】

　　　　電子的な診療情報の取り扱いにあたっては、関係法令を遵守し、適切な安全管理措置を講じています。

　　　今後も、医療DXの推進を通じて、患者様やご家族にとってより安心・安全・質の高い医療・看護サービス

　　　の提供を目指してまいります。

　　一般名処方、長期処方及びリフィル処方箋について

　　　当院では、患者様の病状や治療内容に応じて、28日以上の長期処方又はリフィル処方箋の発行に対応するとともに、

　　　医薬品の安定供給等を踏まえ、一般名処方を行っています。

　　　【長期処方について】

　　　病状が安定していると医師が判断した場合には、28日以上の長期処方を行うことがあります。

　　　【リフィル処方箋について】

　　　病状が安定していると医師が判断した場合には、一定期間内に繰り返し使用できるリフィル処方箋を発行することがあります。

　　　リフィル処方箋とは、医師が定めた回数の範囲内で、再度医療機関を受診することなく保険薬局でお薬を受け取ることが

　　　できる処方箋です。

　　　【一般名処方について】

　　　当院では、後発医薬品のある医薬品について、特定の商品名ではなく、有効成分をもとにした一般名で処方する場合が

　　　あります。

　　　一般名処方を行うことで、医薬品の供給状況に応じて薬局で適切なお薬を選択しやすくなります。また、長期収載品を

　　　患者様のご希望により選択された場合には、医療上の必要性が認められる場合を除き、選定療養の対象となることがあります。



　　　なお、長期処方、リフィル処方箋又は一般名処方の実施については、患者様の病状等を踏まえ、担当医が判断いたします。

　　　すべての患者様に長期処方、リフィル処方箋の発行又は一般名処方を行うものではありませんので、あらかじめご了承ください。

　　地域支援・医薬品供給対応体制加算

　　　当院では、地域医療の確保及び患者さんへの適切な医療提供を目的として、地域支援体制及び医薬品供給対応体制の

　　　整備を行っています。

　　　　・後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用に積極的に取り組んでいます。

　　　　・医薬品の供給不足等が生じた場合には、医薬品の処方等の変更等に関して適切な対応ができる体制を整えています。

　　　　・医薬品の供給状況により薬剤が変更する可能性があること及び変更する場合には、患者へ十分に説明を行います。

　　バイオ後続品（バイオシミラー）の使用推進

　　　当院では、厚生労働省の方針に基づき、医療の質を維持しながら医療費の適正化を図るため、バイオ後続品の使用を

　　　推進しています。

　　　　・当院では、医薬品の供給状況等を踏まえ、医師が適切と判断した場合にはバイオ後続品を使用することがあります。

　　　　・使用する際には、患者さんへ十分な説明を行い、ご理解をいただいた上で治療を行います。

　　　不明点がございましたら、主治医または薬剤師にご相談ください。

　　口腔管理連携加算

　　　当院は歯科診療を行っていませんが、歯科医療機関と連携体制を整備しています。

　　　入院中の患者様で、口腔管理が必要と判断された場合には、連携歯科医療機関の歯科医師による歯科訪問診療を受けて

　　　いただくことがあります。

　　　【連携歯科医療機関】

　　　おおがま歯科医院

　　患者相談窓口

　　　当院の患者、利用者のみなさまからのご相談やご意見をうかがうため、当院では相談窓口を設置

　　　していますので、気軽にご利用ください。みなさまに安心して当院を利用いただけますよう、

　　　手伝いをさせていただきます。

　　　ご相談やご意見を通じて知りえた個人情報や用配慮個人情報は、当院の個人情報保護規定や指針に

　　　基づき対応いたしますので、ご安心ください。

　　　１．相談受付 花岡（医療安全管理者）

　　　２．窓口設置場所 1階受付

2階スタッフステーション

3階スタッフステーション

　　　３．利用時間 平日（祝日除く）　9：00 ～ 17：00

※上記の利用時間外に受けたご相談につきましては、

　まずは各窓口にて受付し、改めて当院から連絡いたします。



　　個人情報の利用目的

　　　医療法人社団康人会では、患者様の個人情報を以下の目的のために利用いたします。

　　　（医療提供に関する利用）

　　　・当院での医療サービスの提供

　　　・他の医療機関、訪問看護ステーション、介護サービス事業者等との連携

　　　・他の医師、歯科医師、薬剤師、看護師等への相談・照会

　　　・検体検査業務の委託および外部委託先への提供

　　　・家族への病状説明

　　　・救急搬送や紹介に伴う情報提供

　　　（診療費請求に関する利用）

　　　・各種保険、公費負担医療などに関する事務

　　　・診療費の請求、収納業務

　　　（医院運営に関する利用）

　　　・医療サービスや業務の維持、改善のための基礎資料

　　　・医療事故等の報告

　　　・患者への医療サービス向上を目的としたアンケート調査

　　　（教育・研究に関する利用）

　　　・医療実習への協力

　　　・症例研究や学会発表（個人が特定できない形での利用）

　　　（法令に基づく利用）

　　　・法令に基づく届出や報告

　　　・行政機関や監督機関からの要請への対応


